
百花繚乱 

～魅せろ御幸中魂～ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年 A 組１４番  

 運動会で１番心に残ったことは大繩で５回連続でとべたことで

す。初めてのころは、がんばっても１回しかとべず、総練習では２

回と全然とべずにいたけど、本番では５回もとべてうれしかったで

す。とべた回数の合計も総練習よりもたくさん記録がのびて思い出

に残りました。みんなのがんばりと協力で優勝できてうれしかった

です。来年は３年生をみならって１、２年生をひっぱっていきたい

と思いました。 

 

 

 

 

２年 B 組２番  

 運動会を終えて特によいと感じたところは、赤団も青団も互いにリ

スペクトしていたところです。赤団、青団ともに「頑張ってたね」や

「おめでとう」など、互いを尊重する言葉をかけ合っていたところに

心が温まりました。また、失敗してしまった人を責めずに明るい声を

かけるところや負けてしまってもポジティブな気持ちを持っていた

ところが印象に残りました。来年は自分たちが最高学年になるので、

今日の運動会のような最高の運動会にしたいです。 

 

 

 

２年 A 組１６番  

 私は１年生のときも応援リーダーで今年も応援リーダー

でした。昨年に私が言ったことは、「また赤団になって来年

は絶対に勝ちます」と言ったことです。それを有言実行でき

てとてもうれしいです！！大繩の練習をしたとき、最初は０

回でした。その後、練習をして１回、２回、３回と増えてい

きました。本番では目標にしていた５回を跳べてとてもよか

ったです。誰かが失敗してもみんなで明るい雰囲気をつくっ

ていったのがとても心に残っています。そして達成感があり

ました。今年の運動会はどの競技も全部面白かったです！！

みんなでつくり上げた運動会、みんなでもり上げた運動会。

３年生にとって最高な運動会になったらいいなーと思いま

した。来年は副団長になって最高な運動会をつくり上げたいです！！ 

 

 

 

２年 B 組８番  

 運動会を終えて頑張ったことは応援リーダーの仕事です。なぜな

らダンスをおぼえてみんなに教えないといけなかったからです。自

分がダンスをおぼえたり、おどったりするのは簡単だけどひとに教

えるとなるととてもむずかしかったです。運動会で一番心に残った

ことは、生徒会種目です。クラスみんなで大繩をして、息を合わせ

て協力してとばないといけないからです。結果は４位とくやしかっ

たけど楽しかったです。学年種目もリレーもダンスも楽しかったで

す。最高の運動会になりました。自分の役割も全力でがんばれまし

た。 

 

 

２年 A 組２０番  

 全体目標の「百花繚乱～魅せろ御幸中魂～」と、クラス目標の「一戦

必勝」を意識して、一戦一戦集中して全力で頑張ることができた。自

分が出てない試合も係の活動や応援を頑張ることができた。審判の係

活動は役割を理解して、公平な判断を心がけ、スムーズに行動できた。

審判の重要性を理解して、責任をもって行動できてよかった。２回目

の運動会も楽しい思い出になった！大繩では団結して最高記録を出せ

たし、総合優勝をすることができて楽しかった～。最後に「ありがと

う」とか「おめでとう」って言い合ったのもいい思い出になった！こ

れからも学年クラスを問わず協力してよりよい学校にしていきたい。 

 

 

２年 B 組２４番  

 私は初めて運動会で負けたけれど、クラス目標の通り「一笑懸命」ができていたと思いました。理由は三つありま

す。まず、一つ目はみんなが運動会を楽しめていたと思ったからです。先輩が「運動会楽しめた人―」と聞いたとき、

みんなが「はーい」と応えていたので、そう思いました。二つ目は、運動会の全種目が終わった後は疲れた顔をしてい

る人もいたけれど、みんなが笑顔で応援していたり、競技を行っていたりしていたからです。総合の部では準優勝だ

ったけれど、応援の部最優秀おめでとう！ 

 

２年 B 組２９番  

 今年の運動会は、練習した量が他の人よりも少なく、そもそも雨などで運動会練習が中止になったりして、他の人

達も、充分な練習量を確保できなかったと思います。自分は、学校に転入したばかりで、不安な部分もありましたが、

自分が出場した競技には、全力で取り組むことができたと感じます。１年生や３年生の学年種目はとても接戦だった

ので、熱い気持ちで応援して、とても楽しかったです。また、今回の課題も何個か見つかっているので、それらをふま

えて、来年の運動会がより良いものになるように努力していきたいです。 
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